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ウィスコンシン州 
マディソンの思い出 
 

日本で成長した私～日本、ありがとう！！ 
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　留学生というのは母国を離れ見知らぬ

土地で勉強する学生のことです。私も他

の留学生の皆さんと同じ目的で日本に留

学しています。将来は、興味ある日本語や

日本の文化などを活かしていつか形にし

ようと胸に刻んで来日してから、もう6年

が過ぎました。　 

　今、振り返って見ると色々な出来事が

ありました。来たばかりの時の寂しさ、苦

しさや生活の因難など今でも覚えています。

そして、この6年間は、勉強のことばかり

ではなく、たくさんの方々と出会い、その

中で感動や経験したことがたくさんあり

ます。すべての貴重な体験が神様から与

えた奇跡だと信じて、自分は成長したな

と思いました。  

　私は2001年にマレーシア政府派遣留

学生として来日しました。留学して最初

の頃には言語、文化、天気の違いに慣れ

ないせいで大学の授業が理解できなかっ

たり、回りの人々とコミュニケーションを

きちんと取れなかったり、日本での生活

を辛く感じました。 

　その時は不安な気持ちが一杯ありまし

たが、先生方、友達、知り合いの人々の暖

かいサポートをいただき、そのような苦難

をやっと乗り越えました。その時から、安

心感を持てるようになり、勉強や日本の

生活が楽しくなりました。今ではどんな環

境でも、どんな困難なことにぶつかっても、

きっと乗り越えられると自信が付いてい

ます。  

　学部3年生の春休みにマレーシアに帰

国して、結婚しました。そして、主人を日

本に連れてきて、その時から二人の生活

を始め、私の人生は大きく変わりました。

自分のことより二人のことを考え、何でも

お互いに協力し合っています。 

　2年後、新たな奇跡が起りました。私た

ちの長男が誕生して、家族が一人増えま

した。出産の辛さを初めて理解でき、そ

の痛みは何より痛いと思いますが、生ま

れてきてくれた我が子を見ると、何より感

動や喜びを感じました。言葉にできない

ほど、一生忘れない瞬間です。 

　しかし、女性として私はさらに責任を重

く感じています。人の妻から新しい命を

預かるお母さんになり、子育てが最初は

無理だと思いました。 

　最初の頃は不安で一杯でした。しかし、

少しずつ子育てのことを学び、そして実

際に体験して、だんだん慣れてきました。

完璧なお母さんになれないかもしれない

けれど、できるかぎり我が子を大切に育

てていきたいと考えます。子育てを自ら

体験した今、改めてお母さんの偉大さを

しみじみと感じています。  

　私は、自分の26年間の人生で奇跡は

何回も起こったと信じています。でも、私

は奇跡をただ座ったままで待っていたの

ではなく、自分でその与えられた奇跡を

掴みに行きました。私の奇跡は別の言い

方でいうと「チャンス」といいます。どん

なことでもやればできるかもしれない、や

らなければ何もできないと私はいつもそ

う思っています。 

　これからも日本で残された時間を大切

にし、人生の貴重な体験を重ね、子育てと

学業を両立できるように頑張りたいです。

そして、有意義な人生を送り、社会に貢献

できる人間にな

りたいと思ってい

ます。 

写真１：ウィスコンシン州議事堂 

写真２：大学病院 

　2005年4月から2007年6月までの

約２年間、ウィスコンシン大学マディソン

校 医学部 小児科で研究に従事してきま

したので報告致します。 

 

　ウィスコンシン州は東がミシガン湖、北

はスペリオル湖に面しアメリカ中西部の

北側に位置しています。非常に多くの湖

が点在し、春夏は芝や木々の緑が、秋は色

鮮やかな紅葉が非常に美しい所です。こ

の季節には、湖の周辺の散歩を楽しんだり、

日暮れにボート上で夕日を眺めたり、ビー

ル片手におしゃべりをして多くの人々が

リラックスしています。一方、冬は凍りつ

くような寒さが特徴で、１日中気温がマイ

ナス２０℃以下になる日が続きます。これ

だけの寒さですと、湖は凍り付くものです

から、アイススケートや釣りだけでなく、

湖上で、自動車をスリップさせたり、大人

数で凧揚げをしたりと楽しいイベントが

多いです。 

 

　大学の所在するマディソンは、ウィスコ

ンシン州の州都でシカゴから北西に車で

３時間程の所にあります。２つの湖に挟ま

れた街の中心に州議事堂(写真1)が位置し、

西側一帯が大学キャンパスとなっています。

マディソンは州関連の機関と大学を中心

に形成され、２０数万人の人口に対し、大

学の学生および職員が約５万人であり筑

波学園都市のような街ではないかと思い

ます。町並みは小ボストンといわれ、美し

く落ち着いています。教育レベルや就業

率は高く、一番住みやすい都市のNo.1に

選ばれたことがあります。特に、治安が良

いことが最大の長所です。外出時や車か

ら離れるとき、カギをかけ忘れることは日

常茶飯事でした。 

 

　ウィスコンシン大学は1848年に創設

された州立大学であり、幅広い学問研究

が行われ、州立大学としては規模、研究水

準ともにトップクラスです。医学生物学研

究関連(写真２：大学病院)では、ビタミンAやビ

タミンBの発見、ヒトの胚性幹細胞樹立の

成功などが有名です。 

 

　私は、小児科のDr.Sorensonの研究

室に所属し、どのように腎臓の血管が作ら

れるのか、その時にどのような分子が働

いているのか、といった基礎的な研究を

行ってきました。この時の研究で、腎臓で

Bcl-2やPECAM-1という蛋白が、血管

新生に重要な役割を果たしていることが

分かり大変勉強になりました。英語には

苦労しましたが、２年も毎日顔を合わせて

いますと、不思議と空気で意思疎通がで

きるようになりました。しかし、英語の発

音(wやcまで)を、最後まで指摘され、帰

る頃になって、英語がきた時より下手にな

ったと豪語されてしまった時は、がっくり

きました。しかし、率直に何事も言ってく

れる良き研究指導者に巡り会えたことは、

貴重な宝物となりました。 

 

　最後になりましたが、ご指導、ご推薦を

頂きました徳島大学大学院 ヘルスバイ

オサイエンス研究部 小児医学分野 香美

祥二教授、情報伝達薬理学分野 玉置俊

晃教授、また小児科入局当初よりご指導

いただきました徳島大学 黒田泰弘副学

長に厚く御礼申し上げます。 


